平成１８年度研究助成テーマ決定 !!
銅及び銅合金技術研究会では、銅及び銅合金に係る研究開発の促進を目的に学界及び公設研究・試験機関に対して研究助成を行っている。平成１８年度分として平成１７年１０月～１２月の３か月間の公募行ったところ、２１件の応募をいただきました。

研究助成テーマ選考委員会にて厳正なる選考の結果、平成１８年度は下記の６件に研究助成を行うことに決定し、平成１７年度分６件の２年目助成と併せ今年度は合計１２件の助成を行うこととなりました。平成１９年度研究助成テーマの公募は、本年１０月～１２月の間に行いますが改めてご案内いたします。

	テーマ名：新手法「低ひずみ蓄積加工法」による超微細粒生成と組織発達過程に

関する研究

　　　　　　　　　　　　　電気通信大学　知能機械工学科　助教授　三浦　博己

選考理由

■結晶粒微細化については、特性向上の点で重要であるが、従来までの方法では工業化

が難しいのが現状。本研究は実ライン化の可能性もあり、工業的応用に期待される。

■申請者の方法は、微細で均一な結晶粒組織の形成法として、銅合金の分野で有用な技

術になる可能性がある。

■強度や加工性などの材料特性の向上に重要な結晶微粒化に対する現実的な方法の提案

とその組織形成過程の調査検討が期待される。

■微細な結晶粒組織を形成することは、非常に重要であり、温間加工と焼鈍の繰り返し

でプロセスでそれが達成できれば工業的に意義が大きい。

■超微細粒結晶化は有力な改質技術であり、理論的にコントロール法を解明することは

有益。



	　テーマ名：含銅鉄スクラップからの銅の濃縮

　

　　　　　　　　　　　岩手大学　工学部　材料物性工学科　助教授　山口　勉功

選考理由

■銅地金高騰の状況下、金属スクラップのリサイクル、有効利用の点から注目すべき研

究である。

■溶鉄相中の銅の溶解度を第4元素添加で低減しようとするもので、リサイクル技術に

有用な知見をもたらすと期待できる。

■本研究は、焼却炉金属残渣の再資源化を提案しており、資源の有効利用の点から有意

義である。

■Fe-Cu系の液相2相分離を利用した分離法であり、スクラップ処理の基礎研究として

重要である。

■焼却炉金属残渣の銅と鉄を濃縮、分離して効率的に再資源化を計る技術の確立は有用

である。



	テーマ名：給水栓用黄銅の脱亜鉛腐食性の評価

　　　　　　　　　芝浦工業大学　工学部　物質系材料工学科　教授　今井　八郎

選考理由

■実機部材水環境での黄銅の脱亜鉛腐食性に関する研究で、当該分野への波及的効果が

期待できる。

■黄銅給水栓について欧米と日本との使用環境・評価が異な点を取り上げ、研究により今後日本の研究方向性を探ることは大切である。

■耐脱亜鉛黄銅棒の長期使用した部材に対して、従来十分な評価を行っていないので、

その評価と耐脱亜鉛黄銅棒の普及に期待する。

■腐食の評価は、最終的には実地試験が必要である。耐脱亜鉛腐食性が実証できれば、

その価値は大きい。

■給水用銅管の普及を考えた場合、腐食性の評価は不可欠である。特に長期的な評価を

行う事により、より安全性を含めた検証が可能となる。



	テーマ名：ライフサイクルアセスメントに基づくPbフリー銅合金生産システムの

構築

　　　　　　　　　　　　　鹿児島大学大学院　理工学研究科　教授　末吉　秀一

選考理由

■銅地金高騰の状況下、金属スクラップのリサイクル、有効利用の点から注目すべき研

究である。

■今後大切となるPbフリー銅合金生産について検討しており、有害物質への検討に大

切となる。

■鉛を含む銅合金スクラップから鉛を除去してリサイクルする技術の開発に関する研究

提案であり、循環型社会に資すると考える。

■銅合金スクラップ再利用にPbの除去技術は不可欠であり、実用化に向けての研究に

期待する。

■現実的な形でPbフリー銅合金の生産システムを固めておくことは重要。



	　テーマ名：X線小角散乱法による銅合金中のナノ析出粒子の精密評価

　

　　　　　　　　　　　　　　　東北大学　多元物質科学研究所　教授　鈴木　茂

選考理由

■Cu-TiやCu-Ni-Si合金の微視的析出過程および組織と物性の相関に関する基礎的知見

の収得が期待できる。

■新たな析出強化型銅合金の開発が期待できる。

■X線小角散乱法による析出物状態が解明できれば、析出型銅合金の成分やプロセスの

設計で参考でき、興味深い内容である。

■ナノ粒子のサイズや空間分布の定量的解析から銅合金の析出強化機構解明と更なる高

強度化の指針が得られる。

■ナノメ－タオーダーの析出状態の解析等により、新しい析出型銅合金の成分やプロセ

スを設計する為の指針が得られることは有用である。



	　テーマ名：ナノ組織制御による薄板状Cu-Cr-Zr合金の機械的・電気的・熱的特性

の高度複合化

　　　　　　　　　　　　　金沢大学大学院　自然科学研究科　教授　北川　和夫

選考理由　

■機械的・電気的・熱的特性に優れた薄板素材の実用化を目指す研究課題であり、工業

的にも意義がある。

■結晶微細化の一つの方法としてARBの研究を行い薄板状Cu-Cr-Zr合金への実用化へ

の研究とその可能性に期待する。

■Cu-Cr-Zr合金において超微細粒組織を付与し、各種特性を明らかにすることは、本合

金のみならず広範な材料の特性改善に寄与できる。

■実用合金であるCu-Cr-Zr合金で、結晶粒が超微細化されれば意義が大きく、また要

素設計に不可欠な基礎データを構築することは意義がある。

■超微細結晶化のメカニズム解明により、機械的・電気的及び熱的安定性が優れている

ものの、基礎データが不足していることから、本研究によりデータを充実させれば銅

の使用頻度が向上する。
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